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１　目的
　地域防災力強化のため、災害対策用の資機材等を購入する自主防災会に対して自主防災組織活性化事業補助金を交付しています。
[image: image6.wmf]２　補助内容
(1)　補助対象：防災資機材の購入費、防災備蓄倉庫の購入費及び設置費
(2)　補 助 率：購入費用の５０％（１０円未満切捨て）

(3)　補助上限：資機材は５年間で２０万円　倉庫は１５年間で２０万円
※　各自主防災会の補助金利用可能額については、防災課（0463-82-9621）
までお問い合わせください。
３　申請手続
 (1)　次年度資機材等整備調査（時期：９月頃）
自主防災会に対して次年度の購入予定調査を行います。
調査票に記載のない資機材や防災備蓄倉庫に対しては、補助金を交付できませんのでご注意ください。
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(2)　補助金交付申請【自主防災会】・・・５月１日から
各自主防災会の担当者は、必要書類を揃えて防災課へ提出してください。
必要書類は次のとおりです。
ア　補助金交付申請書（自主防災会長名での記名のもの。）
イ　見積書（申請時において見積期限が有効であるもの、宛名は「自主防災会名」）
※１　総事業費が１０万円（税込）を超える場合は、見積書が２者必要となります。→令和７年度の５万円から変更。
※２　交付決定後は、見積金額が安価な１者で購入してください。
※３　見積書ではなく、商品ページの金額が記載された部分は不可
　　ウ　保有する資機材等一覧表（様式は任意）　　　　　　　　　　　　
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(3)　補助金交付決定【秦野市】
申請内容をもとに市が審査（約２週間）を行い、補助金交付額を決定します。
決定後、自主防災会に対して交付決定通知書を送付します。
※　交付決定前に購入された資機材については補助の対象外です。
裏面に続く
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(4)　資機材等の購入【自主防災会】
申請のとおり、防災資機材等を購入します。

※　交付決定後された金額から変更する場合は、必ず購入前に防災課にご相談ください。
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(5)　実績報告【自主防災会】
資機材等の購入後、実績報告に必要な次の書類を揃えて防災課へご提出ください。
ア　補助事業実績報告書（自主防災会長名のもの）
イ　事業完了報告書

ウ　写真（購入数量及び「○○自主防災会」と名入れしてあることがわかるもの）
エ　領収書（宛名は自主防災会名。自治会名では受付できません。）
オ　補助金交付請求書（自主防災会長名で押印があるもの）
カ　委任状（振込先口座が自治会や個人名義の場合のみ必要）
キ　振込口座の通帳中面コピー（口座名義人、口座番号等が確認できるもの）
　※　口座名義人を間違えると、支払い完了まで時間を要するため、

補助金交付請求書は記入ミスのないようお願いいたします。
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(6)　補助金交付確定及び補助金交付【秦野市】
報告内容をもとに市が審査（約２週間）を行い、補助金交付額を確定します。
確定した自主防災会に対して交付確定書を送付し、その後補助金を交付します。
＜御注意ください＞
＊防災備蓄倉庫を設置する場合、上記と同様の手続きとなりますが、申請前に建築基準法に基づく建築確認申請が必要となる場合がありますので、設置前に必ず御相談ください。

建築確認等の手続きが必要な場合、上記スケジュールと異なる場合があります。
【よくある質問】
Ｑ１：　見積書は、インターネットでの商品ページも有効なのか。
Ａ１：　見積書ではなく商品ページの金額が記載された部分は見積書とする
ことができません。また、見積書の発行ができない資機材の補助はで
きません。
Ｑ２：　補助金の申請前に資機材を購入してしまったのだが、補助の対象にならないのか。
Ａ２：　交付決定前に購入された資機材は補助の対象外です。
　　　必ず購入前に申請してください。
★　提出書類チェックリスト
申請時　　　　　　　　　　　　実績報告時
	
	必要書類
	チェック
	
	必要書類
	チェック

	１
	補助金交付申請書
	
	１
	写真
	

	２
	見積書
	
	２
	領収書
	

	３
	事業実施計画書
	
	３
	補助事業実績報告書
	

	４
	収支予算書
	
	４
	補助金交付請求書
	

	５
	建築確認済証
（倉庫購入時のみ）
	
	５
	建築検査済証
（倉庫購入時のみ）
	

	６
	保有する資機材等一覧表（様式は任意）
	
	６
	完成届
（倉庫購入時のみ）
	

	
	
	
	７
	委任状
	

	７
	申請年度の自主防災会等編成表（本年度の編成表を未提出の場合に限る）
	
	８
	振込口座の通帳の名義人等が分かるコピー
	


　　
※委任状は振込口座が自主防災会名以外（自治会名等）のときに必要です。

補助対象資機材一覧表
	番号
	区分
	基準資機材
	補助率

	１
	救出・障害除去用具
	のこぎり、削岩機、大ハンマー、ロープ、はしご、バール、スコップ、発電機、蓄電池、投光機、強力ライト、油圧ジャッキ、チェーンソー、一輪車、コードリール、防塵マスク、防塵メガネ、掛け矢、エンジンカッター、鉄筋カッター、ボルトクリッパー、工具セット、ガソリン携行缶、救命胴衣、浮き輪、電動ドリル、パワーウィンチ、台付ワイヤー、滑車
	５０％

	２
	救護用具
	担架、リヤカー、車椅子、救急セット、テント、毛布、アルミブランケット、簡易ベッド、自動体外式除細動器（AED）、冷風機、暖房器具、三角巾
	

	３
	情報伝達・収集用具
	ラジオ、トランジスタメガホン、掲示板、ホワイトボード、簡易掲示標識、携帯無線機、トランシーバ、机、プロジェクター、自転車、テレビモニター
	

	４
	消火用具
	消火器（詰め替えは不可）、消火器格納箱、バケツ、貯水タンク、消火用ホース、軽可搬消火ポンプ、消火栓格納箱、消火栓開閉器、スタンドパイプ、媒介金具、管鎗、放水器具、汲み上げ式ポンプ
	

	５
	給食・給水用具
	鍋、やかん、ポリタンク、固形燃料、飲料水用ポリ袋、ろ水機、食器類、炊飯設備、カセットコンロ
	

	６
	衛生用具
	簡易トイレ、災害用トイレ、便袋、トイレ用テント、マスク、消毒液、サーキュレーター
	

	７
	灯火用具
	ランタン、ライト、安全誘導灯、蛍光ベスト
	

	８
	保護用具
	ヘルメット、ブルーシート、土のう、土のう袋、雨衣、作業用手袋、安全靴、長靴、止水板、単管パイプ、コンパネ
	

	９
	情報管理用具
	金庫、キャビネット、ロッカー等で鍵のかかるもの、キーボックス、スチール棚
	


※　資機材等の補充又は修理に関する費用は補助対象外となります。
（例）テントが壊れたので、部品を購入

チェーンソーの修理費や替え刃等

自主防災組織活性化事業補助金について








